
田

中

則

雄

二
〇
一
〇
年
十
二
月

山
陰
研
究

第
三
号

抜
刷

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

翻
刻
『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』



�
�

【
資
料
紹
介
】

翻
刻
『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』

田

中

則

雄

（
島
根
大
学
法
文
学
部
）

摘

要

『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』
は
、
松
江
で
起
こ
っ
た
敵
討
事
件
を
描
い
た
実
録
で
あ
る
。
本
作
に
は
、
特
に
事
件
、
人
物
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
実
録
と
し
て
の

様
式
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

実
録
、
近
世
小
説

は
じ
め
に

実
録
『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』
を
翻
刻
す
る
。
本
作
は
、
飯
尾
彦
之
丞
兼
晴
（
遠

山
市
郎
左
衛
門
）
が
松
江
藩
の
家
老
乙
部
九
郎
兵
衛
宅
に
お
い
て
、
生
駒
将
監
正

種
を
討
ち
果
た
し
た
事
件
に
つ
い
て
記
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
作
品
に
つ
い
て
の

考
察
は
、『
山
陰
研
究
』
第
二
号
（
二
○
○
九
年
十
二
月
）
に
収
め
る
。

本
書
は
、
末
尾
に
「
市
郎
左
衛
門
松
江
に
有
し
時
於
路
次
旧
友
対
面
の
事
」
の

一
話
を
付
記
し
、
ま
た
本
敵
討
事
件
の
背
景
に
あ
る
讃
岐
高
松
藩
の
生
駒
騒
動
に

関
す
る
「
生
駒
壱
岐
守
家
衰
之
譜
（
生
駒
壱
岐
守
高
俊
家
衰
の
事
）」
を
付
載
す
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
併
せ
て
翻
刻
す
る
。

〈
書
誌
〉

○
底
本

島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
。
大
本
一
冊
。

○
表
紙

二
六
・
二
×
一
八
・
六
糎
。
藍
色
無
地
。

○
題
簽
「
三
巴
八
雲
の
敵
討
の
序

全
」。

○
序
末
に
「
雲
江
東
住
未
明
序
ス
」。

○
内
題
な
し
。
序
題
「
三
巴
八
雲
の
敵
討
」。

○
行
数

序
、
本
文
と
も
、
毎
半
葉
九
行
。

○
奥
付
「
于
時
文
政
四
庚
巳
十
月
上
旬
書
之
」。
な
お
庚
巳
は
辛
巳
の
誤
り
。
ま

た
序
の
後
（
目
録
の
前
）
に
、「
葉
月
乞
求
写
之
」。

山
陰
研
究
（
第
三
号
）
二
〇
一
〇
年
十
二
月
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〈
凡
例
〉

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
誤
字
・
宛
字
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
が
、
適
宜
傍
ら
に
（
マ
マ
）

と
注
記
し
、
あ
る
い
は
本
来
あ
る
べ
き
字
句
を
（

）
に
入
れ
て
示
し
た
。
な

お
単
純
な
誤
り
に
つ
い
て
は
、
断
ら
ず
に
改
め
た
所
が
あ
る
。
脱
字
は
（

）

に
入
れ
て
補
っ
た
。

一
、
仮
名
の
濁
点
は
新
た
に
施
し
た
。

一
、
振
り
仮
名
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
。
な
お
底
本
に
お
い
て
、
親
文

字
（
漢
字
）
の
字
形
が
不
明
瞭
に
な
っ
た
際
、
難
読
を
按
じ
て
読
み
を
仮
名
で

振
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

一
、
底
本
に
は
句
読
点
が
な
く
、
翻
刻
に
あ
た
り
新
た
に
施
し
た
。

一
、
底
本
に
は
丁
付
が
な
く
、
翻
刻
に
あ
た
り
通
し
の
丁
付
を
（
一
オ
）
の
ご
と

く
示
し
た
。

一
、
場
面
の
転
換
等
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。

一
、
会
話
に
相
当
す
る
部
分
を
「

」
で
括
っ
た
。

一
、
一
字
の
反
復
符
は
、
漢
字
は
「
々
」、
平
仮
名
は
「
ゝ
・
ゞ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
統

一
し
た
。

〔
翻
刻
〕

三
巴
八
雲
の
敵
討
の
序

抑
雲
陽
松
江
或
老
臣
の
館
に
於
て
敵
討
あ
り
し
。
頃
は
寛
永
年
中
の
事
な
り
。

其
砌
高
才
秀
達
の
先
生
あ
り
て
漢
文
に
つ
ゞ
り
世
に
伝
ふ
る
と
い
へ
ど
も
、
童
女

の
耳
に
は
馬
の
耳
吹
木
が
ら
し
よ
り
い
と
あ
ら
�
�
し
く
思
ひ
侍
れ
。
誠
に
九
牛

ソ
シ

ヤ
マ
ト

の
一
毛
と
や
ら
、
世
人
の
謗
り
を
も
不
憚
、
片
言
ま
じ
り
に
倭
字
に
綴
り
直
し
け

れ
共
、
彼
の
老
臣
の
名
は
明
白
に
は
憚
り
て
、
家
名
を
左
の
ご
と
く
四
字
の
謎
々

に
し
て
、
甲
乙
全
部
太
平
御
代
時
な
り
、
人
の
と
き
様
に
は
、
太
平
は
甲
な
し
、

ヌ
ゲ

全
き
（
一
オ
）
文
字
の
腹
巻
も
脱
ば
素
肌
に
家
の
紋
、
三
ツ
巴
の
八
雲
山
稲
田
に

渡
る
露
の
照
る
、
佐
々
と
そ
よ
ぐ
秋
の
風
、
往
古
難
波
の
鎗
先
の
威
光
は
今
に
三

人
の
、
同
じ
名
な
が
ら
雲
の
上
、
枝
葉
栄
ふ
る
秋
津
洲
や
、
予
と
り
し
ま
り
無
き

水
く
き
の
言
の
葉
草
を
書
ち
ら
し
畢
ぬ
。
烏
焉
馬
の
た
が
ひ
は
見
ぬ
振
し
て
、
寸

（
マ
マ
）

情
の
志
を
微
笑
し
給
ふ
事
を
乞
求
る
も
の
な
か
ら
ん
ぞ
か
し
。雲

江
東
住
未
明
序
ス

葉
月
乞
求
写
之
（
一
ウ
）

目
録

一

遠
山
市
郎
左
衛
門
兼
晴
由
来
の
事

附
り
弟
兼
勝
病
死
の
事

一

肥
後
国
え
兼
友
が
妻
を
送
り
遣
す
事

（
作
）

附
り
市
郎
左
衛
門
再
美
濃
国
え
罷
越
事

一

市
郎
左
衛
門
雲
州
え
趣
事

附
り
生
駒
帯
刀
の
宅
両
度
放
火
の
事

一

遠
山
兼
晴
東
武
え
趣
事

附
り
市
郎
左
衛
門
鷹
野
の
場
所
に
於
て
直
政
公
え
目
見
の
事
（
二
オ
）

一

市
郎
左
衛
門
主
人
の
館
に
て
敵
正
種
を
殺
害
の
事

一

市
郎
左
衛
門
松
江
に
有
し
時
路
次
に
お
ゐ
て
旧
友
対
面
の
事

五
六

翻
刻
『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』（
田
中
則
雄
）
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目
録
終

遠
山
市
郎
左
衛
門
由
来

爰
に
遠
山
市
郎
左
衛
門
と
い
ふ
人
有
り
。
そ
の
由
来
を
尋
る
に
、
本
名
は
飯
尾

彦
之
丞
兼
晴
と
い
ふ
也
。
鎮
西
に
住
し
、
則
松
倉
長
門
守
殿
の
士
な
り
。
数
代
松

倉
氏
に
仕
へ
け
る
。
然
る
に
移
り
替
る
世
の
習
ひ
と
て
、
松
倉
氏
の
家
故
あ
り
て

断
絶
す
。
依
て
彦
之
丞
心
な
ら
ず
も
浪
々
の
身
の
辛
苦
、
さ
な
が
ら
渡
世
の
つ
れ

タ
ト
ヘ

な
さ
は
（
二
ウ
）
も
の
に
譬
ん
方
も
な
し
。
武
士
の
長
矢
の
光
り
失
け
れ
ば
、
心

は
さ
び
に
あ
ら
ね
ど
も
、
世
渡
る
為
の
煩
悩
に
さ
び
る
習
ら
ひ
の
商
売
は
、
い
つ

か
な
ら
わ
ぬ
算
盤
を
枕
時
計
、
年
月
の
光
陰
を
徒
に
送
り
け
る
こ
そ
哀
れ
な
り
。

（
マ
マ
）

其
頃
彦
之
丞
叔
父
あ
る
、
実
名
兼
友
と
い
ふ
。
是
は
讃
州
の
太
守
生
駒
讃
岐
守
の

家
士
た
り
。
彦
之
丞
つ
ら
�
�
思
ひ
け
る
は
、「
我
等
浪
々
の
身
な
れ
ば
、
先
讃
州

へ
立
越
し
て
、
伯
父
兼
友
に
対
面
致
し
、
次
に
は
身
行
衛
を
も
極
め
（
三
オ
）
た

し
。
所
詮
斯
る
賤
し
き
商
売
の
業
、
い
つ
明
り
の
み
ゆ
る
事
も
な
し
。
兎
角
し
な

（
禄
）

れ
し
武
家
へ
立
返
り
、
少
録
に
て
も
受
得
ん
。
花
は
桜
人
は
士
と
申
せ
ば
、
是
社

本
望
な
れ
」
と
、
し
き
り
に
思
ひ
立
か
弓
、
そ
り
し
心
の
底
意
に
も
、「
世
に
は
二

君
に
不
仕
の
金
言
も
有
け
れ
ど
、
夫
は
格
別
、
我
等
主
人
の
勘
気
を
受
た
る
者
に

（
マ
マ
）

も
あ
ら
ざ
れ
ば
強
、
あ
れ
こ
そ
は
何
某
の
浪
人
よ
、
う
ろ
た
へ
者
よ
と
後
ゆ
び
さ
ゝ

る
ゝ
恥
も
な
し
。
邪
心
に
か
く
浅
ま
し
き
（
三
ウ
）
す
ぎ
わ
い
こ
そ
先
祖
へ
の
不

孝
な
れ
」
と
、
旅
仕
度
し
て
讃
州
へ
と
て
急
ぎ
け
れ
。

う
き
世
の
中
の
う
き
事
の
、
あ
わ
れ
旅
寝
の
草
枕
、
う
ち
し
ほ
た
れ
し
旅
姿
、

（
マ
マ
）

た
ど
り
�
�
て
程
も
な
く
、
讃
州
丸
亀
の
府
に
至
り
、
叔
父
の
兼
友
に
対
面
し
、

（
マ
マ
）

絶
て
久
し
き
も
の
が
た
り
、
松
倉
氏
断
絶
し
て
寄
辺
無
き
身
の
延
せ
に
船
と
、
彦

之
丞
う
ち
塩
た
れ
て
語
り
合
け
る
が
、
兼
友
、「
ヶ
様
其
許
さ
の
み
気
遣
し
給
ふ
な
。

人
は
七
こ
ろ
び
八
起
と
い
へ
る
事
な
れ
ば
、（
四
オ
）
又
如
何
な
る
福
か
出
来
ら
ん
。

拙
者
も
外
な
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
随
分
�
�
心
無
隔
世
話
致
し
可
申
候
」
と
懇
の

言
の
葉
に
、
彦
之
丞
難
有
、「
此
上
な
が
ら
宜
敷
奉
頼
候
」
と
一
礼
し
、
安
堵
の
日

数
送
り
け
る
。

然
る
に
兼
晴
が
弟
に
兼
勝
と
い
ふ
者
あ
り
。
是
は
以
前
兄
彦
之
丞
松
倉
氏
に
仕

へ
罷
在
時
よ
り
も
、
い
ま
だ
身
上
の
片
付
も
な
く
、
彦
之
丞
に
養
わ
れ
有
之
所
、

幸
ひ
な
る
か
な
、
伯
父
兼
友
子
な
し
、
兼
勝
を
呼
て
養
子
と
し
、
兼
友
夫
婦
（
四

ウ
）
諸
共
に
安
堵
の
碇
下
し
け
る
。
彦
之
丞
は
い
つ
と
な
く
う
つ
る
月
日
は
小
車

の
は
や
弐
と
せ
の
春
秋
を
過
し
け
る
所
に
、
同
家
中
生
駒
将
監
正
種
後
号

帯
刀

と
い
ふ
も

の
あ
り
。
我
が
身
の
慾
を
隠
置
き
、
無
罪
兼
友
私
曲
有
て
と
讒
に
構
て
主
人
へ
訴

え
け
る
。
此
節
讃
岐
守
身
上
難
相
立
旨
出
来
せ
し
と
也
。
そ
れ
よ
り
兼
友
は
稠
敷

閉
門
被
仰
付
候
。
其
後
江
戸
よ
り
の
仰
と
称
し
、
兼
友
切
腹
被
仰
付
候
。
前
果
の

（
俸
禄
）

宿
業
と
は
申
な
が
ら
、
数
代
旧
恩
捧
録
、
是
が
為
（
五
オ
）
空
し
く
家
断
絶
し
ぬ
。

ダ
ン

夫
よ
り
兼
晴
兼
勝
兄
弟
相
談
の
上
、
老
母
を
誘
引
し
て
讃
州
を
立
退
き
、
悲
歎
の

涙
に
漂
泊
し
、
漸
々
と
美
作
国
へ
先
至
り
、
し
ば
し
が
程
は
旅
の
夢
路
に
た
ど
り

付
て
、
さ
れ
ば
盛
な
る
も
の
も
衰
ふ
る
の
理
り
、
弟
兼
勝
風
気
に
て
打
臥
け
る
が
、

次
第
に
重
病
に
お
か
さ
れ
、
心
甚
苦
し
く
、
故
に
医
術
様
々
数
を
尽
し
け
れ
ど
も
、

其
験
な
く
、
は
や
朝
顔
の
し
ぼ
む
計
の
風
情
也
。
如
何
な
れ
ば
、
老
少
不
定
の
習

と
は
申
な
が
ら
、
露
命
既
に
（
五
ウ
）
西
山
に
か
た
む
き
な
ん
と
せ
し
時
、
兄
の

兼
晴
弟
の
兼
勝
に
向
ひ
云
ふ
様
は
、「
人
は
最
期
の
一
念
に
依
て
生
を
引
と
正
成
も

申
置
れ
し
ぞ
か
し
。
共
に
本
意
を
達
し
愁
眉
を
開
か
ん
と
思
ひ
し
に
、
其
許
死
門

に
臨
み
先
達
被
申
事
、
是
非
に
不
及
次
第
也
。
我
天
運
叶
ひ
な
ば
、
正
種
が
首
を

提
げ
速
に
黄
泉
の
旅
に
趣
可
申
。
必
三
途
の
川
原
に
て
待
請
可
被
申
。
若
不
運
に

ゾ
ク

し
て
返
り
討
に
も
逢
な
ら
ば
、
生
替
り
死
替
り
遠
々
無
量
の
修
羅
の
眷
属
と
な
つ

て
、
互
に
本
懐
を
達
す
べ
し
。
虎
と
見
て
石
に
立
矢
も
有
り
し
と
か
や
」
と
、
涙

－１９８－
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な
が
ら
に
母
諸
（
六
オ
）
と
も
口
説
歎
け
ば
、
弟
兼
勝
重
き
眼
見
開
き
い
と
う
れ

し
げ
に
ぞ
み
へ
に
け
る
。
槿
花
一
日
栄
と
か
や
、
嵐
に
つ
る
ゝ
花
の
色
、
終
に
一

天
の
烟
と
共
に
消
行
ば
、
老
母
、
彦
之
丞
両
人
の
悲
み
も
の
に
た
と
ゑ
ん
方
ぞ
な

う
（
為
）

き
。
有
意
転
変
と
は
言
な
が
ら
、
泣
々
野
辺
の
い
と
な
み
あ
だ
し
煙
と
な
し
に
け

る
。流

石
の
彦
之
丞
、
矢
長
心
も
よ
わ
り
は
て
、
飛
鳥
の
片
羽
失
ふ
が
ご
と
し
。
是

よ
り
浪
花
の
方
へ
と
志
、
老
母
伴
ひ
立
出
る
。
播
磨
の
国
え
打
出
て
南
遙
に
見
渡
せ

ば
、
蒼
海
漫
々
と
し
て
故
郷
恋
し
き
八
島
が
た
、
淡
路
の
瀬
戸
行
舟
の
、
行
衛
も

知
ら
ぬ
雲
の
（
六
ウ
）
浪
、
千
鳥
�
の
鳴
渡
る
、
昔
思
は
る
一
の
谷
、
む
か
し
男

の
音
に
鳴
き
し
、
鬼
一
ト
口
の
芥
川
、
あ
わ
れ
さ
増
る
須
磨
寺
の
、
ぬ
し
の
最
後

の
無
念
さ
は
、
今
身
の
上
に
し
ら
藤
の
、
籏
の
千
と
せ
や
松
の
色
と
、
越
方
行
末

の
事
想
像
、
漸
と
し
て
大
坂
に
着
け
る
。
此
所
は
西
国
往
還
の
湊
な
れ
ば
、
敵
討

の
手
懸
に
も
や
と
、
物
憂
旅
の
寝
覚
哉
。

肥
後
国
え
兼
友
が
妻
を
送
り
遣
す
事

（
作
）

附
り
市
郎
左
衛
門
再
美
濃
国
へ
罷
越
事

既
に
兼
友
は
罪
に
落
入
と
い
へ
ど
も
、
天
の
照
覧
明
な
る
哉
、（
七
オ
）
神
は
非

礼
を
受
ざ
る
の
断
、
讃
州
大
守
生
駒
讃
岐
守
俊
政
、
内
に
如
何
な
る
積
悪
の
故
に

（
マ
マ
）

や
ら
ん
、
其
罪
遁
れ
が
た
き
所
か
、
将
軍
の
台
命
に
及
ん
で
、
丸
亀
の
城
地
知
行

共
に
御
取
揚
、
讃
州
は
出
羽
の
国
へ
遠
島
被
仰
付
、
家
臣
正
種
は
出
雲
の
大
守
直

政
公
へ
御
預
な
り
。
出
雲
の
大
守
甚
正
種
御
憐
愍
を
被
加
、
居
屋
鋪
は
城
内
に
し

つ
ら
い
、
尤
懇
に
被
成
下
候
。
折
々
は
家
中
の
老
臣
中
へ
参
会
を
も
被
差
免
て
、

四
方
山
の
雑
談
有
し
と
か
や
。

扨
彦
之
丞
兼
晴
は
、
大
坂
住
居
の
節
、
淀
の
城
主
永
井
信
濃
守
尚
政
の
代
、
彼

が
器
量
を
見
込
扶
（
七
ウ
）
持
致
し
度
の
旨
度
々
使
者
参
り
け
れ
共
、
御
懇
請
の

儀
恐
入
な
が
ら
、
堅
く
及
辞
退
、
終
に
参
り
不
申
候
。
是
は
内
心
に
大
望
有
之
故

と
ぞ
知
ら
れ
け
る
。

（
向
）

有
時
彦
之
丞
老
母
に
打
�
申
様
は
、「
近
頃
申
兼
候
得
ど
も
、
斯
い
つ
本
望
を
達

す
べ
き
事
も
難
計
。
昔
よ
り
怨
敵
を
討
と
申
は
、
色
々
様
々
と
姿
を
や
つ
し
、
敵

の
案
内
不
計
し
て
は
、
遂
本
望
が
た
し
。
今
目
ざ
す
所
の
敵
将
監
正
種
も
出
雲
と

や
ら
ん
に
忍
よ
し
、
風
の
便
り
に
承
り
候
得
共
、
是
以
慥
な
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
望

あ
る
身
は
、
命
の
あ
（
八
オ
）
ら
ん
限
り
、
足
の
続
か
ん
ま
で
は
、
野
山
水
辺
昼

夜
と
な
く
社
本
望
達
せ
ん
、
斯
も
有
べ
し
。
貯
へ
有
し
用
金
も
つ
ら
�
�
渡
世
の

（
マ
マ
）

為
に
空
し
く
、
事
云
に
甲
斐
な
く
存
る
な
れ
ば
、
一
向
に
老
婦
の
御
貯
に
被
成
れ
、

一
先
づ
我
等
故
郷
肥
後
の
国
に
所
縁
の
か
た
も
有
之
な
れ
ば
、
御
心
憂
は
思
召
な

ら
ん
な
れ
ど
も
、
如
何
成
御
世
渡
り
も
見
届
ず
し
て
」
と
、
迷
惑
な
が
ら
申
述
け

（
マ
マ
）

れ
ば
、
老
母
良
聞
居
て
後
殊
の
理
解
け
承
り
、「
扨
々
驚
入
た
る
儀
。
我
身
は
あ
る

に
甲
斐
な
き
朝
の
（
八
ウ
）
霜
。
ま
た
遙
々
と
筑
紫
ま
で
下
ら
ん
事
も
気
の
ど
く

な
れ
ば
、
此
所
に
て
兎
も
角
も
と
覚
悟
の
程
は
究
め
し
か
ど
、
斯
ま
で
深
切
に
尽

（
マ
マ
）

さ
れ
し
心
遣
イ
を
聞
入
な
ん
も
、
返
て
貴
殿
の
安
心
な
し
。
所
詮
仰
に
任
す
べ
し
。

何
事
も
先
達
給
ふ
亡
魂
の
追
善
供
養
と
聞
な
れ
ば
、
我
等
寸
志
是
ま
で
」
と
潔
く

あ
り
け
る
が
、
さ
す
が
分
れ
と
有
け
れ
ば
、
道
づ
れ
さ
へ
も
も
の
う
き
に
、
増
し

て
親
し
き
一
つ
ば
刀
の
西
へ
東
へ
分
れ
る
は
、
あ
わ
れ
な
り
け
る
こ
と
ゞ
も
な
り
。

幸
ひ
肥
後
の
国
（
九
オ
）
え
廻
る
船
順
待
し
て
罷
在
る
。
船
頭
も
彦
之
丞
知
り
人
な

れ
ば
、
右
の
入
わ
り
能
々
に
頼
み
置
、
出
船
の
日
限
と
て
相
待
け
る
が
、
其
後
順

風
宜
布
し
て
出
船
の
砌
に
な
り
け
れ
ば
、
家
来
相
添
送
り
け
る
。

扨
て
彦
之
丞
は
重
荷
の
葛
籠
振
り
捨
て
浮
世
の
曇
り
吹
は
ろ
ふ
心
地
し
て
、
朝

日
の
出
る
山
の
端
の
勢
い
嬉
し
独
り
身
と
、
天
神
地
祇
を
伏
し
拝
み
、
世
を
忍
ぶ
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身
の
肝
要
と
、
姓
名
を
改
て
遠
山
市
郎
左
衛
門
と
ぞ
申
け
る
。
い
つ
し
か
に
ひ
と

（
晉
）

ヨ
ジ
ヨ
ウ

き
は
替
る
（
九
ウ
）
面
ざ
し
は
、
秦
の
豫
譲
が
身
を
し
の
ぶ
心
も
深
き
知
恵
の
海

（
マ
マ
）

み
、
穏
便
の
体
に
出
立
て
、
ま
た
美
作
国
に
至
り
つ
ゝ
、
十
日
余
り
旅
宿
し
て
、

コ
丶
ロ
ザ

何
卒
出
雲
の
国
え
と
志
し
け
れ
ど
も
、
聞
及
び
に
し
雲
州
は
国
の
制
禁
稠
し
く
し
て
、

知
る
人
な
け
れ
ば
唯
一
宿
の
逗
留
も
な
ら
ざ
れ
ば
、
ど
お
ぞ
手
立
の
有
べ
し
と
、

そ
れ
よ
り
城
下
の
内
有
る
浄
土
宗
の
寺
え
参
詣
し
、
ま
た
翌
日
も
寺
参
り
、
如
此
度
々

参
詣
し
て
、
或
る
日
方
丈
え
申
入
（
十
オ
）
け
る
は
、「
近
頃
疎
忽
の
申
分
に
て
候

得
ど
も
、
和
尚
様
え
ち
と
御
願
申
上
度
儀
御
座
候
間
、
御
手
透
の
節
御
逢
被
下
候
か

し
」
と
申
込
け
れ
ば
、「
和
尚
返
答
ま
で
も
な
し
。
幸
ひ
今
在
寺
間
、
早
々
御
通
り

（
り
）

可
被
成
」
と
あ
る
け
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門
は
平
伏
し
、「
余
り
疎
忽
の
申
分
に
御
座

（
マ
マ
）

候
得
ど
も
、
私
心
願
の
儀
御
座
候
に
付
き
罷
出
候
得
ば
、
早
刻
御
逢
ね
被
下
忝
仕

合
」
と
相
演
、
其
後
御
法
の
挨
拶
抔
済
て
、
市
郎
左
衛
門
申
様
、「
我
等
儀
生
国
遠

方
な
り
し
か
共
、
主
人
に
放
れ
（
十
ウ
）
牢
人
の
身
と
な
る
。
さ
の
み
渡
世
の
苦

し
み
も
無
之
、
勿
論
家
内
な
け
れ
ば
、
此
儘
あ
な
た
こ
な
た
え
助
け
ら
れ
、
近
頃
当

所
え
罷
越
し
、
只
牢
人
の
大
隙
故
に
、
此
間
度
々
御
寺
え
参
詣
仕
候
。
然
る
に
我
等

宗
門
は
禅
宗
な
り
し
が
、
近
年
心
を
浄
土
に
寄
会
仕
候
。
今
よ
り
は
弥
浄
土
の
安

心
極
め
度
候
」
と
、
実
に
余
儀
な
く
頼
け
れ
ば
、
和
尚
返
答
に
、「
被
仰
聞
候
儀
、

委
細
承
知
仕
候
。
御
心
妙
な
る
御
こ
と
哉
。
宗
門
の
儀
は
（
十
一
オ
）
い
づ
れ
高

下
無
之
候
所
、
人
々
の
得
心
致
す
を
以
て
本
意
た
る
べ
き
事
な
れ
ば
、
手
前
宗
門

の
儀
な
ら
ば
随
分
御
相
談
可
仕
候
」
と
、
坊
主
あ
た
ま
を
撫
ま
わ
し
、
何
か
の
不

ア
ン
バ
イ

得
手
な
師
の
坊
と
、
真
実
顔
の
馳
走
振
り
、
新
茶
の
薫
り
汲
訳
て
、
言
葉
の
塩
梅

コ
ソ

な
れ
�
�
て
、
日
陰
か
た
む
く
頃
を
は
や
入
相
告
る
時
し
も
あ
れ
、
宿
へ
社
は
帰

（
り
）
る
け
る
。

市
郎
左
衛
門
雲
州
え
赴
く
事
（
十
一
ウ
）

附
り
敵
生
駒
帯
刀
の
宅
え
両
度
放
火
の
事

斯
て
市
郎
左
衛
門
彼
の
寺
え
日
々
参
詣
し
一
心
不
乱
に
和
尚
と
入
魂
し
、
折
々
は

法
義
を
聴
聞
し
、
安
心
決
定
の
源
を
心
懸
し
か
ば
、
和
尚
も
愈
無
二
の
友
を
得
た

る
心
地
し
て
、
猶
も
念
頃
不
浅
。
有
時
和
尚
市
郎
左
衛
門
へ
討
向
ひ
申
さ
る
ゝ
は
、

「
貴
様
儀
此
程
は
打
続
き
御
入
来
被
下
、
何
角
御
深
切
の
御
働
、
近
頃
以
満
足
の
至

り
に
存
候
。
斯
等
閑
な
く
御
交
り
申
事
も
此
（
十
二
オ
）
世
な
ら
ぬ
因
縁
に
て
こ

そ
有
ら
め
。
独
身
の
事
と
承
り
候
得
ば
、
拙
寺
へ
御
引
越
な
ど
有
間
鋪
や
。
左
候

（
マ
マ
）

は
ゞ
打
遂
い
つ
ま
で
も
御
世
話
に
預
り
申
度
し
。
尤
貧
寺
の
渡
世
こ
そ
候
へ
ば
、

格
別
の
賄
ひ
と
は
無
之
、
御
随
心
に
被
下
な
ら
ば
、
大
慶
至
極
」
に
相
演
ら
る
れ

ば
、
市
郎
左
衛
門
、「
扨
々
難
有
仕
合
か
な
。
我
等
儀
御
存
の
通
り
浪
々
の
身
に
候

へ
ば
、
一
日
の
飢
を
も
心
能
頂
戴
仕
こ
そ
、
実
以
現
当
二
世
の
御
助
、
此
間
も
御

介
抱
被
下
候
上
、
又
候
や
御
懇
情
、
言
語
御
礼
申
上
尽
し
が
た
く
、（
十
二
ウ
）
兎

角
此
上
は
御
尊
慮
に
任
せ
可
申
候
間
、
猶
々
宜
布
奉
頼
候
」
と
一
礼
し
、
一
向
に

彼
の
寺
え
引
移
り
、
朝
夕
心
の
及
ぶ
程
世
話
致
し
、
日
数
を
送
り
け
る
。

有
る
日
市
郎
左
衛
門
和
尚
え
向
ひ
申
け
る
は
、「
私
義
生
国
は
九
州
肥
後
に
て
御

ケ
イ

座
候
が
、
渡
世
の
為
に
当
国
え
罷
越
し
候
。
此
通
り
国
に
て
風
景
の
勝
地
と
申
は
何

国
な
る
ら
ん
」
と
問
。
和
尚
申
さ
る
ゝ
は
、「
さ
ん
候
。
日
本
広
き
事
な
れ
ば
、
所
々

（
方
）

有
る
所
数
多
有
之
事
と
承
り
及
候
。
先
遠
法
に
て
は
、
奥
州
松
（
十
三
オ
）
島
、

キ
サ
カ
タ

出
羽
象
潟
、
武
蔵
野
ゝ
月
、
吉
野
ゝ
花
に
龍
田
紅
葉
、
近
江
国
に
枇
杷
の
海
、
備

マ
ド

ア
マ

州
牛
窓
、
丹
後
国
天
の
橋
立
、
安
藝
宮
島
、
播
磨
一
ノ
谷
、
須
磨
、
明
石
、
雲
州

松
江
、
湖
水
余
国
に
勝
れ
、
雲
州
は
神
有
国
、
名
所
多
し
」
と
、
互
の
心
一
和
し

て
、
名
所
旧
跡
噺
合
ひ
、
市
郎
左
衛
門
申
様
は
、「
私
兼
々
存
よ
り
罷
在
し
は
、
出

雲
の
国
は
八
雲
立
の
御
社
、
日
御
碕
の
御
社
拝
し
参
ら
せ
度
存
候
し
か
ど
、
此
国

－１９６－

五
九

翻
刻
『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』（
田
中
則
雄
）



と
申
は
、
国
政
は
（
十
三
ウ
）
厳
重
に
し
て
、
知
り
人
な
け
れ
ば
一
夜
の
宿
り
も

な
ら
ず
と
聞
。
願
く
は
、
和
尚
の
御
世
話
に
て
一
通
り
出
雲
一
見
と
も
は
不
相
成

候
や
」
と
申
け
れ
ば
、
和
尚
聞
給
ひ
、「
成
程
彼
国
は
国
の
制
禁
強
し
と
聞
。
迚
御

望
に
候
は
ゞ
、
野
僧
弟
子
分
雲
州
に
住
庵
致
し
居
候
間
、
此
方
え
飛
札
遣
し
候
な
ば
、

い
と
安
き
御
こ
と
」
と
被
申
け
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門
、「
そ
れ
は
幸
ひ
な
る
儀
に
御

座
候
。
御
状
だ
に
被
遣
て
被
下
候
な
ば
、
私
持
参
致
し
候
て
（
十
四
オ
）
は
如
何

や
ら
ん
」
と
申
せ
ば
、「
御
望
に
可
任
」
と
、
則
書
状
相
認
渡
さ
れ
け
れ
ば
、
市
郎

左
衛
門
悦
び
彼
の
国
え
と
志
し
け
る
。

（
マ
マ
）

其
時
一
郎
左
衛
門
和
尚
え
申
様
は
、「
段
々
御
苦
労
に
罷
成
儀
、
又
候
哉
い
ろ
�
�

成
御
無
心
申
懸
、
是
又
御
許
容
被
下
、
忝
存
候
。
万
一
出
雲
へ
参
着
の
後
私
相
応

の
奉
公
口
も
御
座
候
は
ゞ
、
一
働
�
見
可
申
候
や
。
又
は
御
寺
へ
早
々
立
帰
り
可

申
候
哉
」
と
申
ば
、
和
尚
、「
夫
は
御
勝
手
次
第
。
其
元
御
身
上
さ
へ
御
取
続
と
有

之
な
ら
ば
、
此
上
も
な
き
大
悦
。（
十
四
ウ
）
た
と
へ
何
国
に
御
入
候
と
も
、
是
迄

の
通
に
し
て
、
兎
角
御
疎
遠
な
ら
ざ
る
こ
そ
愚
僧
は
本
意
に
存
じ
候
。
随
分
御
身

上
御
取
立
こ
そ
専
要
に
存
候
。
随
分
御
達
者
可
被
成
候
。
猶
又
弟
子
方
へ
も
御
世

話
申
様
に
と
申
遣
候
間
、
と
く
�
�
」
と
ぞ
進
め
給
ふ
。

市
郎
左
衛
門
旅
用
意
し
て
、
出
雲
国
え
と
急
行
程
、
難
な
く
出
雲
え
入
込
候
て
、

彼
の
書
状
持
寺
へ
ぞ
た
ど
り
着
き
、
住
僧
甚
悦
書
状
拝
見
し
、
市
郎
左
衛
門
え
懇
に

睦
じ
く
相
成
候
て
、
市
（
十
五
オ
）
郎
左
衛
門
追
々
土
地
の
案
内
知
、
名
染
の
方

も
出
来
、
あ
ち
こ
ち
と
侍
り
け
る
に
付
、
或
夜
和
尚
へ
向
ひ
申
様
は
、「
今
宵
は
去

（
密
）

方
え
招
れ
罷
越
度
」
旨
申
て
立
出
。
時
分
は
能
と
、
其
夜
蜜
に
忍
寄
て
帯
刀
正
種
が

（
マ
マ
）

居
宅
え
付
火
を
ぞ
致
し
け
る
。
是
は
そ
の
騒
動
忍
寄
て
帯
刀
を
討
た
ん
と
の
謀
計
な

（
り
）

（
り
）

る
し
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
帯
刀
の
運
や
よ
か
る
け
ん
、
家
来
数
多
出
合
て
終
に
打
消

（
り
）

し
た
る
故
、
力
に
不
及
立
帰
る
。
又
月
を
送
る
て
火
を
放
つ
。
折
（
十
五
ウ
）
節

北
風
は
げ
し
く
吹
出
て
、
猛
火
四
方
に
散
乱
し
、
今
は
斯
ぞ
と
窺
ふ
内
に
、
城
中

の
こ
と
な
れ
ば
、
所
々
口
々
の
番
人
、
其
外
乙
部
、
朝
日
、
小
田
、
村
松
等
の
歴
々
、

セ
ツ

仕
置
の
面
々
、
其
節
母
衣
町
く
る
わ
や
け
れ
ば
、
斯
と
聞
よ
り
皆
々
打
逢
ひ
、
早

刻
帯
刀
を
取
置
、
事
な
く
立
退
き
け
る
に
、
者
頭
火
消
月
番
石
丸
外
記
、
桜
田
権

之
助
、
家
（
来
）
数
十
人
召
つ
れ
、
馬
に
白
あ
わ
を
か
ま
せ
か
け
来
り
、
火
を
さ
ゝ

へ
け
る
内
、
北
風
早
速
吹
落
、
空
か
き
く
も
り
、
雨
し
の
を
乱
し
て
つ
く
ご
と
く

也
け
れ
ば
、
難
な
く
火
治
り
け
り
。
此
時
も
本
意
を
不
遂
、
空
鋪
火
消
の
人
数
に

相
ま
ぎ
れ
罷
帰
け
（
十
六
オ
）
る
。

夫
よ
り
市
郎
左
衛
門
思
慮
し
け
る
は
、「
両
度
迄
討
も
ら
し
残
念
な
る
事
ど
も
也
。

（
ひ
）

此
上
は
猶
手
近
く
居
て
可
然
」
と
存
付
、
或
時
市
郎
左
衛
門
和
尚
え
向
ふ
申
様
は
、

「
作
州
よ
り
も
貴
寺
へ
私
儀
宜
鋪
御
取
計
可
被
下
の
旨
御
頼
被
遣
と
の
儀
に
御
座
候

間
、
嘸
々
右
の
趣
申
来
候
半
や
と
奉
存
候
。
如
何
御
座
候
哉
」
と
尋
け
れ
ば
、
和

尚
被
申
は
、「
成
程
師
の
坊
よ
り
も
委
曲
申
来
候
間
、
何
卒
相
応
の
片
着
も
無
之
候

（
悟
）

は
ゞ
、
御
世
話
可
申
と
覚
語
に
存
付
居
候
。
立
入
た
る
事
に
は
候
得
ど
も
、
兼
々

御
手
練
被
成
候
芸
は
如
何
御
座
候
哉
」
と
有
之
ば
、
市
郎
左
衛
門
（
十
六
ウ
）
申

様
は
、「
仰
御
尤
千
万
奉
存
候
。
去
に
て
も
下
拙
儀
元
来
卑
賤
者
に
御
座
候
へ
ば
、

ツ
カ
イ

何
さ
ら
以
て
申
立
と
相
成
候
事
無
御
座
候
。
併
其
以
前
古
主
に
仕
候
節
、
御
主
人

鷹
数
寄
被
申
に
付
、
此
道
を
少
々
致
し
申
候
事
有
之
候
。
是
以
未
練
に
御
座
候
、

何
分
宜
敷
様
奉
願
」
と
計
申
け
る
。

其
後
和
尚
御
家
中
え
出
て
表
家
老
乙
部
九
郎
兵
衛
殿
へ
有
増
し
咄
有
之
。
此
砌
雲

州
大
守
松
江
少
将
出
羽
守
直
政
公
は
鷹
狩
御
数
寄
ゆ
へ
、
老
臣
一
列
中
は
銘
々
鷹

狩
勝
手
に
（
十
七
オ
）
被
差
免
に
付
て
、
専
ら
鷹
匠
発
向
故
、
幸
ひ
の
こ
と
な
れ

（
マ
マ
）

ば
、
召
抱
度
段
望
被
申
間
、
和
尚
よ
ろ
こ
び
早
々
右
の
入
訳
一
郎
左
衛
門
咄
し
有

之
ば
、
兼
晴
聞
て
甚
慶
、
其
後
彼
家
へ
奉
公
有
付
、
夫
よ
り
実
義
を
尽
し
給
仕
す
。

有
時
鷹
野
被
召
連
候
所
、
市
郎
左
衛
門
鷹
を
よ
く
手
練
せ
し
事
世
に
秀
た
る
。
依

（
マ
マ
）

て
其
名
自
然
と
高
く
、
大
守
の
御
聴
に
も
達
し
け
る
と
や
。
一
郎
左
衛
門
と
片
眼

六
〇
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の
よ
し
申
伝
へ
候
。
或
説
に
敵
討
の
本
望
を
達
し
、
以
後
（
十
七
ウ
）
両
眼
明
ら

か
也
と
な
る
。

遠
山
市
郎
左
衛
門
兼
晴
東
武
え
趣
事

（
マ
マ
）

附
一
郎
左
衛
門
鷹
場
所
に
て
直
政
公
え
目
見
の
事

諺
に
曰
ふ
、
寸
善
尺
魔
。
市
郎
左
衛
門
様
々
と
致
し
、
漸
手
術
を
尽
放
火
両
度

に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
其
の
甲
斐
な
く
し
て
、
倩
光
陰
矢
の
ご
と
し
、
心
憂
折
節
、

主
人
市
郎
左
衛
門
を
よ
び
申
さ
る
ゝ
は
、「
此
度
伜
儀
江
戸
太
守
公
よ
り
御
召
被
遊

に
付
、
近
々
差
遣
し
候
。
兼
々
其
方
勤
方
過
分
存
間
、
猶
又
相
添
罷
越
し
（
十
八

オ
）
諸
事
宜
敷
取
計
可
申
。
勿
論
伜
儀
い
ま
だ
若
輩
者
、
一
入
心
遣
」
と
有
け
れ

ば
、
市
郎
左
衛
門
聞
よ
り
は
つ
と
思
ひ
し
か
ど
、
一
先
断
見
申
べ
し
と
心
押
し
づ

め
、「
難
有
仰
を
蒙
り
、
若
旦
那
の
御
供
い
た
し
、
恐
な
が
ら
何
角
御
見
繕
申
上
候

様
と
の
儀
、
拙
者
風
情
何
と
し
て
か
大
切
の
御
用
、
先
甚
以
覚
束
な
く
、
数
な
ら

ぬ
私
、
終
に
ヶ
様
の
勤
方
い
た
し
不
申
候
間
、
余
人
に
此
義
被
仰
付
被
下
な
ば
、

此
上
な
が
ら
御
憐
愍
奉
頼
上
候
」
と
一
向
当
惑
の
体
に
相
（
十
八
ウ
）
見
へ
け
る
。

（
り
）

主
人
重
て
仰
有
け
る
は
、「
相
添
勤
る
事
心
苦
敷
思
な
ら
ば
、
道
中
計
る
同
道
い
た

し
、
江
戸
着
以
後
は
勝
手
に
罷
帰
る
べ
し
」
と
申
渡
さ
る
れ
ば
、
此
上
は
辞
す
る

（
へ
）

に
拠
あ
ら
ざ
れ
ば
、
先
旅
の
粧
ひ
と
ぞ
聞
ひ
け
る
。

（
り
）

無
程
定
日
に
も
相
成
、
日
数
積
り
て
武
江
の
都
に
至
る
つ
ゝ
、
万
事
手
配
一
々

仕
舞
、
主
人
の
仰
受
し
身
の
、
若
旦
那
よ
り
も
懇
に
暇
乞
し
て
、
武
蔵
野
今
日
吉

（
マ
マ
）

日
と
、
一
郎
左
衛
門
発
足
し
、
心
細
々
も
壱
人
旅
、
漸
道
中
す
る
が
な
る
富
士
の

（
十
九
オ
）
す
（
そ
）
に
行
懸
れ
ば
、
初
春
の
末
つ
か
た
、
余
寒
も
晴
れ
ぬ
心
苦

（
マ
マ
）

に
か
、
市
郎
左
衛
門
腹
痛
出
来
し
て
、
旅
宿
に
て
色
々
と
腹
薬
い
た
し
待
共
、
追
々

病
気
弥
増
し
て
、
後
に
は
赤
痢
甚
布
、
流
石
大
丈
夫
成
る
市
郎
左
衛
門
、
摂
州
大

坂
ま
で
と
日
々
急
し
が
、
も
の
う
き
身
の
労
れ
、
大
坂
の
蔵
屋
敷
へ
着
の
後
は
、

痢
病
甚
し
く
し
て
、
今
は
迷
途
の
客
と
な
り
な
ん
か
と
、
我
が
大
望
も
仏
神
の
見

捨
給
ふ
も
の
や
ら
ん
。
元
よ
り
う
る
さ
き
病
体
な
れ
ば
、
看
病
（
十
九
ウ
）
人
も

不
都
合
に
て
、
旅
の
塩
味
の
身
に
染
て
、
哀
な
ら
む
形
勢
也
。

（
復
）

斯
る
あ
さ
ま
し
き
風
情
な
れ
ど
も
、
天
道
の
命
慮
や
有
け
ん
、
追
々
病
本
腹
し

て
、
難
波
の
津
を
立
出
る
。
絶
久
し
き
美
作
の
彼
の
寺
え
案
内
す
れ
ば
、
和
尚
立
出

て
、
先
こ
の
方
え
と
誘
れ
、
過
し
年
の
物
語
、
此
度
も
旅
方
様
々
の
も
の
が
た
り
し

て
、
此
所
に
も
四
五
日
逗
留
し
、
其
後
雲
州
え
立
帰
る
。

年
を
経
て
大
守
直
政
公
御
在
国
の
と
き
、
主
人
の
供
し
て
市
郎
左
衛
門
大
鷹
を

（
伺
）

居
て
野
の
場
に
仕
候
し
ぬ
。
出
羽
守
直
政
公
、
乙
部
九
郎
（
二
十
オ
）
兵
衛
殿
え
仰

有
け
る
は
、「
其
許
近
来
能
き
鷹
匠
扶
持
致
の
旨
上
意
あ
り
。
召
出
し
御
覧
あ
る
べ

ウ
ヅ
ク
マ
ル

（
り
）

し
」
と
（
の
）
給
ひ
け
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門
地
に
平
伏
し
蹲
踞
。
良
あ
る
て
、「
田

の
面
に
鳥
あ
る
、
市
郎
左
衛
門
」
と
有
け
れ
ば
、
其
儘
大
鷹
を
放
懸
け
た
れ
ば
、

何
か
は
以
て
手
練
の
功
、
立
所
に
彼
の
鳥
を
�
取
る
。
直
政
公
を
始
と
し
御
付
々

の
人
に
て
も
、「
仕
た
り
や
市
郎
左
衛
門
」
と
ぞ
誉
に
け
る
。
そ
の
時
御
前
へ
被
為

召
御
手
よ
り
菓
物
頂
戴
し
立
帰
ら
ん
と
す
る
と
き
、
出
羽
守
様
市
郎
左
衛
門
を
つ

く
�
�
（
二
十
ウ
）
御
覧
被
成
、「
其
方
人
品
更
に
不
心
得
。
如
何
な
る
人
に
て
有

（
ひ
）

や
ら
ん
。
生
国
由
緒
聞
ま
ほ
し
」
と
の
玉
ふ
け
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門
地
に
平
伏
し

一
言
な
し
。
再
応
の
上
意
難
黙
止
、
市
郎
左
衛
門
主
人
乙
部
九
郎
兵
衛
殿
え
向
ひ
、

わ
な
�
�
ふ
る
い
申
様
、「
私
生
国
美
作
、
我
等
先
祖
よ
り
武
家
に
あ
ら
ず
。
山
河

を
家
と
し
て
鹿
猿
狸
其
外
諸
獣
諸
鳥
を
狩
り
取
り
て
家
業
と
す
る
な
れ
ば
、
自
然

と
鷹
道
勿
論
如
此
也
」（
と
）
申
上
け
れ
ば
、
直
政
公
（
二
十
一
オ
）
益
ふ
し
ぎ
の

御
眼
力
に
、
市
郎
左
衛
門
身
の
毛
の
立
て
其
場
遙
に
引
さ
が
る
。
既
其
日
も
夕
陽

西
に
向
ば
、
大
守
は
帰
城
ま
し
�
�
け
る
。
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市
郎
左
衛
門
思
ひ
け
る
は
、「
大
守
は
人
を
見
玉
ふ
こ
と
神
の
ご
と
し
。
慎
べ
き

ル
イ
セ
ツ

は
此
時
也
。
も
し
や
見
あ
や
し
め
ら
れ
て
縲
紲
の
恥
を
取
ら
ん
も
計
が
た
し
。
何

卒
事
を
は
や
く
謀
ら
ん
」
と
、
急
ぐ
心
の
と
し
暮
れ
て
、
早
初
春
の
新
暦
も
花
の

半
と
成
り
ぬ
れ
ば
、
江
戸
御
参
勤
在
し
ぬ
。

（
マ
マ
）

今
年
五
月
の
下
旬
生
駒
帯
刀
政
種
と
主
人
の
宅
へ
来
臨
と
兼
（
二
十
一
ウ
）
日

よ
り
の
案
内
有
り
。
同
列
の
老
臣
方
相
伴
ひ
と
の
事
な
る
よ
し
、
市
郎
左
衛
門
聞
、

「
扨
々
我
等
宿
意
達
す
べ
し
は
此
時
な
ら
ん
」
と
待
け
る
に
、
無
程
定
日
近
よ
つ
て

ス
デ
ニ

既
に
明
日
と
申
。
と
き
に
市
郎
左
衛
門
朋
輩
に
向
ひ
申
様
、「
御
客
既
明
日
と
聞
。

御
互
に
相
応
の
役
割
可
有
之
。
ヶ
様
な
る
節
、
各
様
は
如
何
様
の
御
役
儀
御
勤
被スベ

成
候
事
や
ら
ん
。
拙
者
抔
は
至
て
ふ
つ
ゝ
か
も
の
」
と
語
り
申
せ
ば
、「
仰
尤
。
都

ハ
イ
ゼ
ン

て
是
迄
旦
那
の
側
遣
候
者
は
、
表
立
て
玄
関
敷
台
使
者
の
間
通
路
拝
膳
の
役
、（
二

（
り
）

十
二
オ
）
是
迄
相
勤
来
る
候
」
と
皆
々
申
。
時
に
市
郎
左
衛
門
が
曰
、「
我
等
儀
何

角
見
覚
の
為
、
且
は
同
席
様
御
列
座
の
体
見
申
度
候
間
、
委
し
く
見
受
申
様
の
御

役
儀
御
助
勢
被
下
候
へ
」
と
相
頼
申
せ
ば
、
各
、「
そ
れ
は
い
と
安
き
事
候
。
さ
ら

ば
明
日
御
客
御
出
の
節
、
玄
関
鋪
台
し
、
そ
れ
よ
り
着
座
待
の
先
案
内
の
役
相
勤

ら
れ
、
其
後
は
相
互
に
拝
繕
等
の
儀
は
相
談
可
申
」
と
一
々
手
筈
に
相
究
れ
ば
、

市
郎
左
衛
門
大
に
よ
ろ
こ
び
、
天
に
も
上
る
心
地
し
て
、
明
る
間
遅
し
と
待
居
り

け
る
。（
二
十
二
ウ
）

遠
山
市
郎
左
衛
門
主
人
の
館
に
て
敵
帯
刀
殺
害
の
事

（
威
儀
）

扨
も
其
日
に
成
け
れ
ば
、
天
水
高
箒
門
の
張
番
、
玄
関
書
院
の
餝
物
、
意
義
堂
々

イ
マ

と
あ
た
り
を
は
ら
い
、
刻
限
今
や
と
待
所
に
、
市
郎
左
衛
門
い
つ
の
間
に
か
は
忍

ば
し
け
ん
、
刀
を
書
院
へ
通
る
廊
下
口
に
隠
し
置
、
其
身
は
玄
関
の
か
た
は
ら
に

相
詰
る
。
午
の
刻
計
に
成
け
れ
ば
、
注
進
触
込
む
は
、「
御
客
様
御
見
へ
」
と
申
せ

ば
、
市
郎
左
衛
門
始
と
し
、
各
玄
関
へ
出
向
ふ
。
高
士
の
御
歴
々
帯
刀
の
前
後
を

（
る
）

か
こ
い
入
来
り
給
ふ
。
市
郎
左
衛
門
遠
目
に
見
り
よ
り
、（
二
十
三
オ
）
両
役
へ
密

（
し
）

に
申
は
、「
今
日
の
御
客
は
」
と
能
々
念
を
入
振
り
し
て
聞
す
ま
す
け
る
。
程
な
く

（
り
）

各
玄
関
へ
上
る
給
へ
ば
、
市
郎
左
衛
門
案
内
の
振
に
て
御
先
に
進
み
け
る
。
角
と

も
知
ら
ぬ
帯
刀
は
露
よ
り
も
ろ
き
命
と
も
知
ら
ず
、
書
院
へ
歩
み
行
。
市
郎
左
衛

門
や
り
す
ご
し
、
刀
引
提
飛
懸
り
、「
日
頃
の
意
恨
」
と
い
ふ
儘
に
、
玉
散
計
弐
尺

五
寸
の
最
上
の
刀
、
正
種
の
頭
も
砕
と
切
り
込
太
刀
先
に
、
長
押
の
こ
な
た
に
少

し
さ
わ
り
て
、
思
ふ
ま
ゝ
に
は
切
れ
ざ
る
間
、
正
種
も
心
得
た
る
と
、
刀
三
寸
計

（
り
）

（
る
）

る
ぬ
き
し
か
ど
、
何
か
は
以
（
二
十
三
ウ
）
た
ま
り
べ
き
、
市
郎
左
衛
門
二
の
太

ケ

サ

刀
を
以
開
き
、
袈
裟
が
け
切
込
ば
、
そ
の
ま
ゝ
息
は
絶
に
け
る
。
此
大
変
に
よ
つ

て
上
下
甚
騒
動
に
及
び
け
る
。

市
郎
左
衛
門
唯
今
迄
片
目
成
り
し
が
両
眼
明
ら
か
に
し
て
、
懐
中
よ
り
一
封
の

書
を
取
出
し
申
様
は
、「
委
細
の
義
は
此
中
に
相
記
置
候
。
如
此
折
節
は
必
あ
わ
て
ゝ

言
舌
等
も
欠
る
事
も
有
る
。
ま
た
前
後
し
て
兎
角
不
都
合
致
す
者
な
れ
ば
、
兼
々

事
の
起
り
相
認
置
候
。
御
一
覧
可
被
下
候
」
と
申
、「
最
早
本
望
相
叶
候
上
な
れ
ば
、

思
ひ
置
こ
と
さ
ら
�
�
無
（
二
十
四
オ
）
御
座
候
間
、
御
刑
罪
の
如
何
様
な
る
共

遊
可
被
下
候
。
乍
恐
此
上
主
人
御
落
度
無
御
座
候
段
奉
頼
候
」
と
言
ふ
て
、
其
後

（
マ
マ
）

は
一
向
無
言
な
り
け
ら
し
。
其
生
質
成
就
と
し
て
顔
色
不
変
常
の
ご
と
し
。
主
人

ホ
フ

を
始
め
一
座
諸
士
書
付
を
開
き
見
て
、
具
に
讐
を
報
ず
る
の
よ
し
読
終
り
て
、
各

感
涙
を
催
し
け
る
と
也
。
然
共
公
儀
よ
り
御
預
人
右
の
通
闇
々
と
為
討
、
後
難
如

何
と
思
慮
有
之
と
い
へ
ど
も
全
方
な
く
、
先
市
郎
左
衛
門
は
堅
く
番
人
を
付
置
れ

ぬ
。
扨
ま
た
江
戸
表
え
早
飛
脚
（
二
十
四
ウ
）
を
以
て
被
訴
候
。

此
時
直
政
公
え
達
上
聞
け
れ
ば
、
直
政
公
聞
召
否
、「
嘸
有
な
ん
者
か
な
。
彼
の

鷹
匠
の
片
目
こ
そ
常
な
ら
ぬ
者
と
思
ひ
し
ぞ
か
し
」
と
仰
有
し
と
か
や
。
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其
後
公
義
御
戴
訴
を
以
、
遠
山
市
郎
左
衛
門
兼
晴
儀
、
親
族
の
讐
と
号
し
て
、

生
駒
帯
刀
正
種
を
殺
害
せ
し
事
の
始
末
口
上
の
趣
、
御
老
中
迄
訴
有
け
れ
ば
、
則

達
上
聞
に
せ
ら
れ
候
処
、「
武
家
（
に
）
お
ゐ
て
は
斯
有
な
ん
事
か
。
人
倫
の
大
切
、

ム
カ
シ
昔
よ
り
可
復
の
讐
を
報
者
、
昔
今
天
下
の
（
二
十
五
オ
）
政
法
不
成
や
」
と
の
上

意
に
て
、
そ
の
後
は
何
の
御
沙
汰
も
な
く
、
追
て
御
老
中
よ
り
御
下
知
は
、「
市
郎

コ
ト

左
衛
門
儀
、
天
下
の
囚
に
て
罷
在
候
帯
刀
正
種
を
刃
傷
に
及
び
候
事
、
た
と
へ
親

（
陪
臣
の
誤
）

族
の
敵
と
は
申
な
が
ら
、
信
身
の
身
と
し
て
、
勿
論
主
人
た
る
も
の
ゝ
落
度
に
も

可
相
成
や
の
時
節
場
所
を
も
不
顧
、
偏
に
主
恩
を
忘
却
も
の
か
。
依
之
遠
山
市
郎

左
衛
門
儀
乙
部
九
郎
兵
衛
え
被
下
置
候
間
、
勝
手
次
第
」
と
被
仰
出
に
よ
つ
て
、
市

郎
左
衛
門
へ
乙
部
氏
よ
り
公
辺
の
趣
申
渡
さ
（
二
十
五
ウ
）
れ
、「
い
た
わ
し
く
候

（
覚
悟
）

得
共
、
無
拠
死
罪
申
付
候
間
、
其
格
期
可
然
」
と
被
申
渡
け
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門

ウ
ケ

涙
を
流
し
、
難
有
旨
申
請
、
一
騎
当
千
と
相
見
へ
る
若
者
一
睡
の
夢
と
ぞ
消
行
き

け
る
。
あ
わ
れ
也
け
る
事
共
な
る
。
其
身
も
迷
途
黄
泉
の
旅
に
趣
き
、
名
を
末
代

に
残
し
、
念
力
岩
を
通
と
か
や
。

市
郎
左
衛
門
松
江
に
有
し
時
於
路
次
旧
友
対
面
の
事

扨
も
遠
山
兼
晴
は
年
来
の
積
鬱
一
時
に
散
じ
て
、
其
身
は
土
中
に
埋
る
と
い
へ

ど
も
、
名
を
天
下
に
挙
し
な
る
。（
二
十
六
オ
）
い
ま
だ
市
郎
左
衛
門
乙
部
氏
へ
勤

仕
の
節
、
旧
友
何
某
と
申
者
た
ま
�
�
道
に
て
行
逢
進
寄
て
、「
扨
々
御
手
前
久
し

振
り
に
て
得
貴
意
候
」
と
な
れ
�
�
敷
申
懸
け
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門
申
様
は
、「
是

は
い
づ
れ
様
か
。
私
一
向
見
覚
無
御
座
候
其
方
」
と
申
せ
ば
、
彼
の
人
申
様
、「
夫

は
紛
布
御
風
情
。
御
自
分
儀
は
松
倉
長
門
守
殿
浪
人
旧
友
飯
尾
彦
之
丞
殿
と
見
申

て
こ
そ
及
挨
拶
申
候
。
拙
者
儀
は
御
存
の
通
何
某
」（
と
）
姓
名
名
乗
申
せ
ど
も
、

一
図
不
動
、「
私
儀
は
遠
山
市
郎
左
衛
門
と
申
者
に
て
御
座
候
が
、
御
自
分
儀
是
迄

終
に
不
得
（
二
十
六
ウ
）
御
意
。
人
柄
御
見
違
な
る
べ
し
」
と
申
に
ぞ
、
旧
友
申

様
、「
近
頃
以
麁
相
成
振
舞
か
な
。
真
平
御
免
被
下
」
と
、
失
面
目
風
情
に
て
足
ば

や
に
こ
そ
は
立
別
れ
け
る
。
彼
の
人
つ
く
�
�
思
ふ
様
は
、「
世
の
中
に
は
さ
も
似

れ
ば
似
る
者
も
有
も
の
哉
。
正
敷
彦
之
丞
と
思
ひ
し
か
」
と
独
り
つ
ぶ
や
き
過
し

と
也
。

（
ひ
）

市
郎
左
衛
門
最
期
の
節
、「
当
所
に
何
某
と
申
仁
は
私
旧
友
に
て
候
へ
し
が
、
当

所
足
留
ど
も
い
た
し
居
申
候
事
ど
も
に
候
哉
。
い
つ
ぞ
や
途
中
に
て
得
対
面
候
へ

ど
も
、
大
望
有
之
我
身
な
（
二
十
七
オ
）
れ
ば
、
か
り
に
偽
り
て
姓
名
を
か
へ
て

申
聞
せ
、
絶
て
久
し
き
朋
友
の
義
理
を
背
し
事
、
返
す
�
�
も
不
法
の
至
り
也
。

と

乍
併
旧
友
の
よ
し
み
（
に
）
よ
つ
て
兎
や
角
と
申
な
ば
、
打
ば
響
く
の
断
も
難
黙

止
、
人
倫
の
道
背
申
候
。
若
や
そ
の
人
御
ぞ
ん
じ
の
御
方
も
有
な
ら
ば
、
右
の
次

第
御
噺
給
り
被
下
」
と
「
世
を
忍
ぶ
身
の
苦
る
し
さ
は
、
烏
の
鳴
も
気
に
掛
り
申

候
」
と
、
越
方
行
末
の
事
一
々
申
置
き
ぬ
。

「
其
已
前
帯
刀
宅
放
火
両
度
に
及
び
し
事
も
我
等
の
仕
わ
ざ
。
亦
或
時
主
人
よ
り

－１９２－

六
三

翻
刻
『
三
巴
八
雲
の
敵
討
』（
田
中
則
雄
）



生
駒
（
二
十
七
ウ
）
帯
刀
政
種
宅
へ
進
物
被
遣
候
節
、
其
使
者
望
相
勤
、
出
会
な

ど
致
し
な
ば
と
心
懸
し
か
ど
、
其
節
は
取
次
を
以
、
其
使
者
御
太
儀
、
折
節
所
労

の
儀
に
付
て
御
目
に
不
懸
と
の
返
答
に
、
此
謀
も
空
し
く
成
し
」
事
抔
ま
で
も
悉

く
噺
し
け
る
と
か
や
。

夫
敵
討
の
道
は
人
倫
の
太
儀
か
。
代
々
の
例
を
見
る
に
其
品
様
々
有
り
。
嗚
呼

（
マ
マ
）

タ
メ

飯
尾
氏
は
叔
父
弟
の
為
に
天
下
に
も
替
が
た
き
一
命
を
風
前
の
燈
よ
り
も
速
に
し

て
、
終
に
志
す
敵
を
討
と
る
事
、（
二
十
八
オ
）
た
と
へ
を
取
に
も
の
な
し
。
或
人

云
く
、「
人
は
義
な
る
物
歟
。
讐
を
報
ぜ
ん
と
お
も
ふ
も
の
な
る
、
死
を
先
に
す
れ

ば
也
。
死
を
さ
き
に
せ
ば
義
は
安
し
。
死
を
先
に
せ
ば
天
下
に
敵
な
し
。
な
ん
ぞ

恐
る
ゝ
に
た
ら
ん
や
。
よ
く
�
�
堪
が
た
き
に
堪
、
入
難
地
に
入
、
復
し
が
た
き

の
讐
を
復
す
る
事
、
泰
山
よ
り
も
重
く
、
死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
。
異
朝
に
も

ゴ

シ
シ
ヨ

伍
子
胥
は
父
兄
の
讐
を
復
せ
ん
と
、
諸
国
に
身
を
委
ね
、
終
に
鞭
を
と
り
て
楚
王

ス
丶
ギ

の
頭
を
討
た
ゝ
き
、
会
稽
（
二
十
八
ウ
）
山
の
恥
を
雪
し
也
。
今
兼
晴
が
孝
を
み

（
り
）

る
に
、
品
は
替
と
い
へ
ど
も
功
は
一
つ
な
ら
ん
か
。
聊
此
本
漢
文
な
る
し
を
、
愚

才
を
以
仮
り
に
か
な
書
に
し
て
童
子
の
は
な
し
草
に
も
と
、
荒
々
し
く
書
記
し
侍

る
も
の
也
。

于
時
文
政
四
庚
巳
十
月
上
旬
書
之
。（
二
十
九
オ
）

生
駒
壱
岐
守
家
衰
之
譜
（
二
十
九
ウ
）

生
駒
壱
岐
守
高
俊
家
衰
の
事

一

生
駒
四
代
ノ
由
緒
付
高
俊
就
愚
魯

一

生
駒
将
監
与
二

前
野
一

対
決
付
高
俊
流
刑
�
前
野
石
崎
死
罪
の
事
（
三
十
オ
）

空
白
（
三
十
ウ
）

十
七
万
石
余

生
駒
壱
岐
守
高
俊

生
駒
四
代
ノ
由
緒
付
高
俊
就
愚
魯
前
野
振
邪
威
事

ヲ

一

讃
岐
国
高
松
ノ
城
主
従
四
位
下
侍
従
生
駒
壱
岐
守
高
俊
ハ
、
領
二

十
七
万
石
余
一

数
代
武
勇
ノ
家
ニ
テ
官
禄
又
重
ケ
レ
バ
、
威
勢
世
上
ニ
高
ケ
レ
ド
モ
、
壱
岐
守
ハ

ヲ

不
似
父
祖
、
東
西
ヲ
モ
弁
へ
玉
ハ
ヌ
闇
将
故
ニ
、
家
人
等
恣
ニ
振
二

邪
威
一

奸
謀
私

曲
ヲ
構
フ
程
ニ
、
此
家
終
ニ
衰
微
シ
テ
、
指
頭
ノ
誹
リ
ヲ
受
ラ
レ
タ
リ
。

抑
高
俊
ノ
先
祖
ハ
未
考
、
四
代
以
前
ノ
祖
ヲ
バ
生
駒
其
助
親
正
ト
云
。
是
ハ
秀

吉
公
ニ
仕
（
三
十
一
オ
）
ヘ
所
々
ノ
戦
場
ニ
於
テ
軍
忠
ヲ
顕
ス
。
就
レ

中
江
州
志
津

レ
ツ

嶽
合
戦
ノ
時
五
番
ノ
列
ニ
テ
高
名
シ
、
其
以
後
尾
州
小
牧
合
戦
ニ
無
双
ノ
誉
ア
レ

ハ
ジ
メ

バ
、
秀
吉
公
親
正
ガ
戦
功
ヲ
感
ジ
、
三
万
石
ニ
取
立
玉
ヒ
、
始
テ
勢
州
田
丸
ノ
城

主
ト
シ
、
其
上
従
五
位
下
雅
楽
頭
ニ
叙
任
セ
ラ
ル
。
是
ヨ
リ
嚮
ハ
五
千
石
ヲ
領
ス
。

シ
ロ

程
ナ
ク
又
二
万
五
千
石
御
加
増
賜
リ
、
讃
州
高
松
ノ
城
ヘ
所
替
被
二

仰
付
、一

都
合
六

万
石
ニ
成
テ
入
部
ス
。
此
年
秀
吉
公
ハ
生
駒
ガ
才
智
貞
心
ヲ
御
感
ア
リ
、
中
老
職

ホ
リ

ト
セ
ラ
ル
。
親
正
面
目
在
テ
、
中
村
式
部
少
輔
、（
三
十
一
ウ
）
堀
尾
帯
刀
ト
三
人

心
ヲ
合
セ
政
事
等
沙
汰
シ
、
五
奉
行
五
大
老
ヘ
談
ズ
。
故
ニ
天
下
静
謐
シ
テ
民
モ

戸
ザ
シ
ヲ
忘
タ
ル
。
然
ル
処
ニ
太
閤
薨
御
シ
タ
マ
ヘ
バ
、
大
老
奉
行
頭
人
皆
思
々

心
々
ノ
阿
党
ヲ
含
ミ
、
天
下
再
ビ
擾
乱
ス
。
然
レ
ド
モ
親
正
ハ
家
康
公
ヘ
忠
ヲ
尽

シ
、
老
衰
シ
テ
病
死
セ
リ
。
依
レ

之
息
讃
岐
守
一
政
ニ
家
督
被
二

仰
付
一

タ
リ
。
一
正

又
父
ニ
不
劣
忠
義
ヲ
守
ル
。
石
田
乱
ノ
時
、
関
ヶ
原
ニ
テ
軍
功
ヲ
顕
ス
ヲ
以
テ
、

ナ
リ

天
下
平
均
以
後
讃
州
一
円
ヲ
賜
リ
、
都
合
十
七
万
石
余
ニ
成
テ
、
猶
忠
勤
ヲ
励
ミ
、
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一
正
モ
病
死
ス
。
其
息
左
近
太
夫
正
俊
家
（
三
十
二
オ
）
督
ヲ
継
テ
、
慶
長
十
七

壬
子
年
ニ
従
四
位
下
侍
従
ニ
昇
リ
、
大
坂
冬
夏
ノ
軍
役
ヲ
勤
メ
、
正
俊
モ
父
祖
ニ

不
劣
武
威
ヲ
振
ヒ
、
両
御
所
様
ノ
御
感
ニ
預
ル
。
然
レ
ド
モ
元
和
六
年
庚
申
六
月

五
日
ニ
病
死
畢
。
其
子
壱
岐
守
高
俊
家
相
続
ス
。
是
寛
永
三
年
丙
寅
八
月
十
九
日

従
四
位
下
侍
従
ニ
昇
進
ス
。
此
高
俊
ハ
土
井
大
炊
頭
利
勝
聟
也
。
然
ル
ニ
此
将
ハ

魯
鈍
ニ
シ
テ
、
善
悪
邪
正
東
西
貴
賤
ト
云
差
別
ヲ
モ
弁
ヘ
ザ
ル
程
ノ
闇
将
也
。
然

レ
ド
モ
先
祖
ノ
忠
義
ヲ
御
賞
美
在
テ
、
家
督
無
相
違
被
二

仰
付
、一

（
三
十
二
ウ
）
官

位
モ
父
祖
ニ
不
レ

劣
昇
進
ス
ル
ニ
、
有
難
キ
ト
云
儀
モ
不
二

知
玉
一

バ
、
依
レ

之
家
中

上
下
思
々
ニ
威
ヲ
振
ヒ
、
自
然
ト
風
俗
他
家
ニ
替
ル
。

其
比
壱
岐
守
江
戸
家
老
ハ
石
崎
若
狭
守
、
前
野
助
左
衛
門
ト
云
。
中
ニ
モ
助
左

衛
門
ハ
、
歳
若
魯
鈍
ナ
ル
ヲ
悦
ビ
、
御
舅
土
井
利
勝
ヘ
取
入
ル
。
江
戸
国
ノ
家
老

用
人
物
頭
等
ノ
忠
勤
武
芸
有
ル
ヲ
猜
ミ
、
悪
シ
キ
様
ニ
取
ナ
シ
、
己
ニ
縁
ア
ル
者

又
ハ
諂
ヒ
軽
薄
ス
ル
者
ヲ
バ
、
足
軽
中
間
小
者
等
ニ
テ
モ
知
行
ヲ
与
ヘ
立
身
サ
セ
、

又
己
ニ
不
縁
不
和
ノ
者
、
或
ハ
武
勇
有
テ
代
々
家
長
ノ
某
ニ
テ
モ
軽
薄
諂
ヒ
ノ
ナ

キ
者
ヲ
バ
、
難
題
（
三
十
三
オ
）
非
法
ヲ
云
掛
テ
、
或
ハ
追
放
或
ハ
知
行
ヲ
取
ア

ゲ
、
又
ハ
閉
門
隠
居
、
新
参
者
ヲ
抱
ヘ
物
頭
ト
ナ
シ
、
或
ハ
長
賤
ノ
テ
イ
重
者
ヲ

（
リ
）

取
リ
立
テ
用
人
諸
奉
行
ト
ナ
シ
テ
、
己
レ
壱
岐
守
ト
成
タ
ル
ケ
リ
。
是
偏
ニ
大
炊

頭
殿
ヘ
取
入
テ
其
御
威
光
ヲ
盗
ミ
、
何
ゴ
ト
モ
江
戸
御
老
中
様
御
下
知
ナ
リ
ト
名

付
ケ
、
国
中
ノ
者
ド
モ
ヲ
皆
己
一
人
ニ
テ
差
図
セ
リ
。
江
戸
国
本
ノ
諸
士
ド
モ
法

外
ノ
仕
置
ト
思
ヘ
ド
モ
、
其
比
大
炊
頭
殿
ノ
下
知
善
悪
ニ
不
レ

限
辞
ス
ル
者
天
下
ニ

一
人
モ
ナ
キ
故
、
異
義
ニ
及
ブ
者
無
リ
ケ
リ
。
是
故
ニ
猶
助
左
衛
門
ハ
大
炊
殿
下

知
モ
ナ
キ
ニ
虚
言
ヲ
吐
テ
、
御
舅
土
井
殿
ノ
御
差
（
三
十
三
ウ
）
図
ナ
リ
ト
テ
、

己
一
人
邪
威
ヲ
振
ノ
余
リ
、
法
外
ナ
ル
政
事
故
ニ
、
譜
代
古
老
ノ
侍
ド
モ
助
左
衛

門
下
知
ヲ
不
レ

守
、
当
家
ノ
作
法
ハ
加
様
々
々
ト
申
ケ
ル
。
前
野
ガ
云
ク
、「
当
時

江
戸
ノ
御
作
法
ハ
如
レ

此
ナ
リ
。
元
祖
雅
楽
頭
殿
御
制
法
ハ
当
代
ノ
作
法
ニ
不
合
。

昔
シ
ハ
昔
シ
今
ハ
今
ナ
リ
」
ト
テ
、
元
日
五
節
句
其
外
規
式
ノ
礼
盃
ノ
次
第
迄
モ
、

侍
大
将
諸
物
頭
ハ
勘
定
人
代
官
賄
賂
人
ナ
ド
ヨ
リ
下
輩
ト
ナ
ス
。
助
左
衛
門
如
此

法
ヲ
出
ス
下
心
ハ
、
譜
代
古
老
ノ
諸
物
頭
加
様
ノ
非
法
ヲ
恨
ミ
不
足
ヲ
構
ヘ
バ
、

幸
ニ
シ
テ
追
放
セ
ン
ズ
。
又
暇
ヲ
（
三
十
四
オ
）
願
バ
早
々
出
シ
、
己
一
人
威
ヲ

逞
シ
ク
セ
ン
ト
ノ
巧
也
。
壱
岐
守
ハ
諸
物
頭
代
官
料
理
人
ト
云
高
下
ノ
品
モ
不
知

給
、
盃
礼
ノ
次
第
迄
前
野
ガ
差
図
ノ
通
リ
ナ
リ
。
誠
ニ
愚
ナ
ル
コ
ト
三
歳
ノ
童
部

（
リ
）

ニ
モ
劣
リ
玉
ヘ
バ
、
心
ア
ル
侍
ド
モ
ハ
牙
ヲ
歯
胸
ヲ
サ
ス
ル
テ
悔
メ
ド
モ
、
諫
言

ス
ベ
キ
様
モ
ナ
ク
、
一
日
々
々
ト
世
ヲ
送
ル
。

生
駒
将
監
与
二

前
野
一

対
決
付
高
俊
流
刑
�
前
野
石
崎
死
罪
の
事

一

生
駒
高
俊
魯
鈍
故
ニ
武
勇
智
謀
ア
ル
旧
臣
等
、（
三
十
四
ウ
）
或
ハ
身
ヲ
引
作

病
ヲ
構
へ
、
或
ハ
暇
ヲ
願
ヒ
又
ハ
立
退
ケ
ル
程
ニ
、
武
道
ヲ
励
ム
者
一
人
モ
ナ
シ
。

是
故
ニ
彼
慾
深
キ
奸
佞
ノ
軽
薄
者
ド
モ
時
ヲ
得
テ
諂
ヒ
カ
ザ
リ
、
辯
舌
利
口
ヲ
吐

テ
立
身
セ
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ
、
助
左
衛
門
方
ヘ
我
先
ニ
ト
取
入
、
利
欲
奸
謀
ヲ
沙
汰

ヲ
丶
ヰ

ス
ル
程
ニ
、
国
家
悉
ク
風
俗
悪
シ
ク
成
テ
、
毛
頭
ノ
ク
ツ
ロ
ギ
ナ
ク
大
ニ
困
窮
シ

タ
リ
ケ
リ
。
国
家
老
江
戸
家
老
ハ
重
テ
助
左
衛
門
ニ
申
ス
様
、「
大
炊
頭
殿
御
差
図

ア
ヤ
マ
チ

ニ
テ
モ
加
様
ノ
仕
置
ハ
法
ニ
過
タ
リ
。
御
差
図
ニ
テ
モ
国
中
ノ
ク
ツ
ロ
ギ
候
様
ニ

（
三
十
五
オ
）
被
致
候
ヘ
」
ト
、
理
ヲ
尽
シ
テ
申
セ
ド
モ
、
前
野
更
ニ
承
引
セ
ズ
。

依
之
国
中
猶
々
難
義
ニ
及
ブ
。

（
ル
）

此
時
国
家
老
タ
ツ
生
駒
将
監
ハ
潜
ニ
江
戸
ヘ
下
リ
、
御
老
中
ヘ
直
ニ
廻
リ
、
讃

岐
ノ
国
中
困
窮
仕
ル
次
第
一
々
申
上
、「
加
様
ニ
被
二

仰
付
一

候
テ
ハ
国
中
ノ
人
民
俄

死
及
候
。
少
々
ク
ツ
ロ
ギ
候
様
ニ
被
二

仰
付
一

被
下
候
ヘ
」
ト
嘆
キ
タ
リ
。
江
戸
御

ミ
ナ

老
中
皆
大
ニ
驚
キ
タ
マ
ヒ
、「
左
様
ノ
事
夢
々
不
レ

知
義
也
。
明
日
委
細
糺
明
セ
ン
」
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ト
被
二

仰
付
、一
其
翌
朝
御
老
中
不
レ

残
評
定
所
へ
御
寄
合
在
テ
、
扨
助
左
衛
（
三
十

五
ウ
）
門
ヲ
召
テ
子
細
ヲ
尋
ラ
ル
ヽ
ニ
、
助
左
衛
門
�
タ
ル
風
情
ニ
テ
、「
此
段
聊

不
レ

存
候
。
何
者
ノ
申
上
タ
ル
ニ
ヤ
」
ト
云
。
御
老
中
ハ
将
監
ヲ
召
テ
仰
ニ
、「
助

左
衛
門
ハ
聊
カ
不
レ

存
ト
云
。
何
故
ニ
虚
言
ヲ
汝
ハ
申
上
ル
ヤ
」
ト
仰
ケ
ル
。
于
時

将
監
ハ
竪
文
一
通
取
出
シ
、「
乍
レ

恐
此
状
ヲ
御
披
見
被
レ

下
候
ヘ
」
ト
テ
差
上
ル
。

御
老
中
何
義
其
状
ヲ
御
覧
候
時
、
将
監
申
上
ケ
ル
ハ
、「
其
状
助
左
衛
門
ニ
御
見
セ

被
レ

下
候
ヘ
」
ト
申
ス
故
ニ
、
助
左
衛
門
請
取
披
見
シ
テ
云
ク
、「
此
状
ハ
御
覧
被

レ

遊
候
通
リ
、
私
（
三
十
六
オ
）
所
ヘ
鯛
二
ツ
遣
シ
タ
ル
時
ノ
礼
状
ニ
テ
御
座
候
ガ
、

何
ナ
ル
子
細
候
テ
御
前
ヘ
ハ
出
シ
候
哉
。
加
様
ノ
空
気
者
故
ニ
跡
形
モ
ナ
キ
コ
ト

ド
モ
ヲ
申
上
候
。
是
ヲ
以
諸
事
御
推
量
被
遊
候
ヘ
」
ト
空
笑
テ
申
上
ル
。
将
監
ガ

云
、「
其
状
ハ
助
左
衛
門
自
筆
ニ
テ
候
ヤ
、
又
他
筆
ニ
テ
御
座
候
ヤ
。
乍
レ

恐
御
尋

被
レ

下
候
ヘ
」
ト
申
上
ル
ニ
、
助
左
衛
門
云
ク
、「
是
ハ
自
筆
ニ
テ
候
」
ト
云
故
ニ
、

其
状
将
監
取
返
シ
懐
中
シ
テ
、
其
後
助
左
衛
門
自
筆
ニ
テ
国
元
ヘ
遣
シ
タ
ル
国
中

家
中
ノ
仕
置
作
法
条
目
等
、
是
（
三
十
六
ウ
）
皆
江
戸
御
家
老
様
御
下
知
ト
申
越

タ
ル
書
状
等
ヲ
数
通
差
出
シ
ケ
レ
バ
、
助
左
衛
門
一
言
ノ
返
答
モ
ナ
ク
頭
ヲ
下
テ

赤
面
ス
。
御
老
中
大
ニ
怒
ラ
レ
、「
扨
々
言
語
道
断
前
代
未
聞
ノ
大
悪
人
ナ
リ
」
ト

仰
ア
リ
、
助
左
衛
門
ヲ
則
獄
屋
ヘ
入
置
玉
ヒ
、
其
翌
朝
生
駒
壱
岐
守
ト
其
親
類
�

高
俊
ノ
老
臣
ド
モ
ヲ
不
レ

残
評
定
所
ヘ
召
テ
、
上
意
ノ
赴
被
二

仰
渡
一

ケ
ル
ハ
、「
壱

ニ

岐
守
コ
ト
愚
昧
魯
鈍
ナ
ル
コ
ト
兼
テ
達
二

上
聞
一

ケ
レ
ド
モ
、
先
祖
ノ
功
ニ
対
セ
ラ

レ
、
父
祖
ノ
跡
式
無
二

相
違
一

被
下
候
ヘ
ド
モ
、
如
レ

此
混
乱
（
三
十
七
オ
）
ス
ル
。

其
善
悪
モ
不
存
候
上
ハ
、
何
モ
讃
州
御
預
ケ
可
レ

被
レ

遊
様
ナ
シ
。
如
何
程
魯
鈍
ノ

生
付
ニ
テ
モ
、
助
左
衛
門
加
程
ノ
悪
人
ナ
ル
ヲ
不
知
一
身
ヲ
楽
ム
其
科
軽
カ
ラ
ズ
。

急
度
死
罪
ニ
モ
可
レ

被
二

仰
付
一

候
ヘ
ド
モ
、
各
別
ノ
生
付
故
不
便
ニ
被
二

思
召
、一
死

罪
ヲ
御
免
ア
リ
出
羽
国
由
利
ヘ
流
刑
被
二

仰
付
一

候
。
扨
前
野
助
左
衛
門
義
ハ
、
古

今
無
類
ノ
大
罪
人
ナ
レ
バ
、
其
身
ハ
勿
論
妻
子
一
類
迄
悉
ク
御
成
敗
被
二

仰
付
一

候
」。
次
ニ
石
崎
若
狭
ヱ
被
二

仰
渡
一

ケ
ル
ハ
、「
壱
岐
守
家
ニ
テ
ハ
前
野
石
崎
両
人

ニ

ト
達
二

上
聞
一

（
三
十
七
ウ
）
随
一
ノ
者
ナ
ル
ニ
、
助
左
衛
門
ガ
悪
行
ニ
随
ヒ
居
タ

ル
事
大
不
忠
ノ
無
道
者
也
。
汝
申
ス
所
、
助
左
衛
門
承
引
セ
ズ
ハ
、
残
ル
家
老
ド

モ
ト
相
談
致
シ
異
見
シ
テ
モ
前
野
同
心
セ
ズ
ハ
、
御
老
中
ヘ
同
意
ヲ
可
二

申
上
一

義
ナ
ル
ニ
、
身
ヲ
引
加
様
ニ
国
家
衰
微
ス
ル
迄
子
細
不
二

申
上
一

罷
在
候
コ
ト
、
罪

科
軽
カ
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
助
左
衛
門
ガ
悪
行
ト
ハ
各
別
故
ニ
、
一
類
ハ
御
免
ア
リ
、

若
狭
一
人
許
リ
ニ
切
腹
被
二

仰
付
一

タ
リ
」。
此
外
前
野
石
崎
ニ
与
セ
シ
者
、
或
ハ
切

腹
或
ハ
追
放
又
ハ
牢
人
ス
ル
者
不
レ

知
二

其
（
三
十
八
オ
）
数
。一
嗚
呼
如
何
ナ
ル
コ

ト
ニ
ヤ
、
寛
永
十
七
庚
辰
年
ニ
前
野
一
人
ガ
悪
行
故
、
主
人
壱
岐
守
ヲ
始
、
其
家

人
ド
モ
死
罪
流
刑
又
ハ
浪
人
ト
ナ
リ
、
身
ノ
置
所
ナ
キ
者
数
千
人
ナ
リ
。
一
人
ヲ

誅
シ
テ
万
人
ヲ
助
ク
ト
云
古
語
ヲ
壱
岐
守
不
二

知
給
一

故
ニ
、
諸
人
路
頭
ニ
迷
ヒ
、

其
身
モ
武
名
ヲ
穢
サ
ル
ヽ
。

扨
年
ヲ
越
テ
壱
岐
守
ヲ
被
二

召
返
一

羽
州
由
利
ニ
テ
一
万
石
賜
リ
、
江
戸
下
谷
屋

敷
其
儘
被
レ

下
タ
リ
。
誠
ニ
御
慈
悲
ノ
至
極
ナ
リ
。
此
書
ヲ
見
玉
ハ
ン
諸
大
将
、
家

人
ヲ
仕
フ
ニ
能
キ
鏡
也
。
又
臣
（
三
十
八
ウ
）
下
タ
ル
者
ハ
、
前
野
助
左
衛
（
門
）

ガ
悪
行
ヲ
以
テ
誡
メ
ト
ス
ベ
シ
。
前
車
ノ
覆
ス
ヲ
見
テ
後
車
ノ
戒
ト
セ
ザ
ラ
ン
ヤ
。

（
三
十
九
オ
）
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A reprint: Mitsudomoe Yakumo no Katakiuchi

Tanaka Norio

（Shimane University, Faculty of Law and Literature）

〔A b s t r a c t〕

Mitsudomoe Yakumo no Katakiuchi is a documentary story（jitsuroku）, which deals with

an actual blood feud in Matsue during the Edo period.This tale of revenge bears all the

marked characteristics of jitsuroku as popular chronicles of historical events and the lives

of folk heroes. This is a reprint of the book in the possession of Shimane Univeresity Library,

Kuwabara Bunko.
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